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第2言 語語用能力習得に与える影響 と効果
ポ ジテ ィブ ポ ライ トネス の指 導 を通 して

村 田 和 代

1.は じ め に

第2言 語 習 得 に お い て 、 学 習 者 が どの よ う に語 用 能 力 を発 達 させ て い くか に つ い て 、 中 間

言語 語 用論(interlanguagepragmatics:以 下ILF)(KasperandBlum-Kulka,1993:3)が

近 年 注 目 を集 め て い る 。ILPで 言 わ れ る 第2言 語 語語用 能 力 と は、 特 定 の コ ンテ クス トにお い

て 、 「適 切 な」 発 話 をす る能 力 で あ り、 言 語 の対 人 関係 に 関 わ る機 能 が そ の習 得 に大 き く影 響

を 及 ぼ す(RaseandKasper,2001:62)U

本稿 は 、 言 語 の対 人 関 係 的 機 能 で あ る ポ ラ イ トネ ス ・ス トラ テ ジ ー の 指導 が 、 学 習 者 の 第

2言 語 語 用 能 力 に どの よ うな 影 響 を与 え る の か 、 ま た 、 そ の 指 導 に よっ て どの よ うな 効 果 が

見 られ る の か につ い て、 実 験 授 業 の結 果 を 踏 まえ て論 じる こ とを 目的 とす る。

2.ポ ライ トネス

「ポ ラ イ トネ ス 理 論 」 と して 一 般 的 に 広 く認 め られ て い る も の と し てBrownand

Levinson(1987)が あ げ られ る。 披 ら は、 社 会 の成 員 で あ れ ば 誰 で も フ ェイ ス を有 し、 これ

を 保 持 した い とす る 。 フ ェ イ ス に は、 他 人 との 親 密 さ を保 ち、 自分 の希 望 や個 性 を 他 人 に是

認 して ほ しい と い う欲 求 で あ るポ ジ テ ィブ ・フ ェ イ ス と、 他 人 と の社 会 的距 離 を 保 ちr自 分

の行 動 を妨 げ られ た くな い とい う欲 求 で あ る ネ ガ テ ィブ ・フ ェ イ スが あ る と考 え る 。 一 般 的

に、 人 々 は 対 人 関係 に お い て お 互 い の フ ェ イ ス を尊 重 し合 い 、 対 人 関係 に お け る この フ ェイ

ス の役 割 は普 遍 的 で あ る とす る(1987:6]・62)。 ポ ラ イ トネ ス とは 、相 手 の フ ェ イ ス を保 つ た

め に と る言 語 ス トラ テ ジ ーlIで 、 そ れ は 円 滑 な 対 人 関係 の確 立 ・維 持 の た め の言 語 行 動 で あ

る と定 義 で き る。 具 体 的 に は 、 聞 き手 の ポ ジ テ ィ ブ ・フ ェイ ス に配 慮 す る言 語 表 現 が ポ ジテ

ィ ブ ・ポ ライ トネ ス ・ス トラテ ジー 、 ネ ガ テ ィブ ・フ ェ イス に配 慮 す る言 語 表 現 が ネ ガ テ ィ

ブ ・ポ ラ イ トネス ・ス トラ テ ジ ーで あ る。

ポ ラ イ トネ ス理 論 で は、 対 人 関係 にお け る フェ イス の 役 割 や これ に基 づ くポ ライ トネス は 普
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遍 的 で あ る と しつ つ も、 あ る言 語 行 動 が どの 程 度 フ ェイ ス を侵 害 す るの か とい う点 や 、使 用 さ

れ る言 語 ス トラテ ジ ー は、 各 言 語 や 文 化 に よ って 異 な る と も して い る。 た とえ ば、 日本語 は ネ

ガ テ ィブ ・ポ ライ トネス志 向 で あ る の に対 し、 英 語 はポ ジテ ィブ ・ポ ラ イ トネ ス志 向 で あ る と

述 べ て い る(1987:245)。 以 上 の よ うに ポ ライ トネス理 論 は、 普 遍 的 な対 人 関 係 の 有 様 と、個

別言 語 ・文 化 ご とで重 視 され るポ ライ トネ ス ・ス トラテ ジー の多 様 性 を指摘 した の で あ る。

3.先 行研 究と本実験授業の妥 当性

ILPは 、 学 習 者 の 発 話 行 為 の 理 解 と産 出 や 、 母 語 話 者 の振 る 舞 い と の差 異 を調 査 の対 象 と

す る。 た とえ ば 、Blum-Kulkaetal.(1989)で は 「依 頼 」 「謝 罪 」1:一 一&Takahashi

ほ989)で は 「不 同 意 」 の 学 習 者 と母 語 話 者 の 言 語 表 出 の比 較 を行 っ て い るCILPの 先 行 研 究

に共 通 す る 特 徴 と して は次 の3点 が あ げ られ る。 研 究 対 象 は あ くまで も発 話 行 為 レベ ル で あ

る こ と、 適 切 なポ ラ イ トネ ス ・ス トラ テ ジー を使 っ て 情 報 を伝 え る こ とを 目標 と して い る も

の の 焦 点 は 情 報 伝 達 に あ る こ と、対 人 関 係 を構 築 す る積 極 的 ス トラテ ジー とい う よ り、con-

flirtを 避 け る た め の対 人 関係 ス トラテ ジー を扱 う とい う こ とで あ るr.

よっ て 、 これ らの特 徴 か ら、 デ ィ ス コー ス レベ ル に 対 象 を広 げ る事 、 言 語 の 対 人 関 係 的 機

能面 に 中 心 を置 く こ と、 対 人 関係 を構 築 す る積 極 的 ス トラ テ ジー を扱 う こ とが 、 先 行 研 究 に

欠 け て い た と言 え る 。 本研 究 は 、 これ ら3点 の視 点 を 取 り入 れ るべ く実験 授 業 の コー ス デザ

イ ン を作 成 した。 具 体 的 に は、 積 極 的 対 人 関 係 構 築 ス トラ テ ジ ー で あ る ポ ジテ ィブ ・ポ ラ イ

トネス ・ス トラテ ジー を指 導 に取 り入 れ 、 学 習 者 の 発 話 行 為 の 産 出 で は な く、 あ る程 度 ま と

まっ た 会話 を分析 対 象 とす る こ と と した 。

4.2002年 度 の実 験授 業(村 田 ・大 谷(2003)、MurataandOtani(2003))

4,1.目 的及 び 概 要

本 実 験 授 業 の 目的 及 び概 要 は 次 の 通 りで あ る。

(目的)

日本 の大 学 の 初 ・中級 学 習 者 向 け授 業 に お い て 、 対 人 関係 構 築 の ス トラ テ ジー で あ る ポ ジテ

ィブ ・ポ ラ イ トネ ス ・ス トラテ ジ ー を 意識 的 に提 示 す る こ とで 、 第2言 語 語 用 能力 の発 達 に

有 効 か 否 か を検 証 す る。

(内容)

期 間12002年4月 ～7月 の 前 期 授 業

対 象1大 学1年32ペ ア64名

実 験 授 業:Br。wn&Levinson(1987)の ポ ジテ ィ ブ ・ポ ラ イ トネ ス ・ス トラテ ジー を参 考
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に 三`、初 ・中 級 学 習 者 に 習 得 可 能 と考 え られ るGつ の ス トラ テ ジ ー を選 び、 各 ス

トラテ ジー につ い てA4一 枚 程 度 の 簡単 な解 説 、 例 文 の プ リ ン トを作 成。 前 期 ユ2

回 あ る リス ニ ン グ授 業 の 中 で 、 そ の プ リ ン トを使 用 し1各 ス トラ テ ジ ー に つ い て

短 時 間(約20分)の1提 示 ・解 説 ・会話 練 習 を 行 っ た:;1。

分 析 方 法:実 験 授 業 前(4月)と 実 験 授 業 後(7月)に 学 習 者 の 会話 をテ ー プ録 音 し会話 の

量 ・質 の違 い を分 析Cま た 、 同時 期 に 本 授 業 以 前 の学 習 者 の 英 語 学 習 実 態 、 授 業

前 後 で の 学 習 者 の 意 識 の 変 化 を見 る為 の ア ンケー ト調 査 を実 施 。

4.2.ス トラ テ ジ ー の 解 説

指 導 し た ス トラ テ ジ ー は 以 下 の6つ で あ る 。

①addre部term… 呼 称 を使 用 す る こ と で 、 相 手 と の 心 的 距 離 を縮 め る 。

②backchanneling・emphaticresp。nse… あ い つ ち 、 応 答 を 入 れ る こ と で 相 手 の 話 題 に 関

心 を 示 し て い る こ と を伝 え る 。 例:Oh.Yeah.ノReally?ノThat'sgreat.

ll'.'.'③answerwithadditionalinfbrnlation… 相 手 か ら の 質 問 に 対 し、Yes,Noな ど で 答 え っ ぱ

な し に せ ず 、 も う 一 言 コ メ ン トを 入 れ る こ と で 、 相 手 の 質 問 に よ り積 極 的 に 答 え る 。 例:

``Doyoulikesports?77``Yes
.TatellthetruthIamame皿berofasoccerclub."

④campli皿ent… 相 手 の 持 ち 物 や 考 え な ど を ほ め る 事 に よ り、 相 手 へ の 関 心 を示 す 。

例:Oh,that'呂alovelyT-shirt,11ikeit.

⑤showinginterest… 相 手 の 話 に 更 な る 情 報 提 供 を 求 め た り、 相 手 に 問 い か け る こ と で 、 相

手 に 関 心 を 持 っ て い る こ と を 伝 え る 。 例:"Doyoulikesports?""YES,Iliketoplayten-

171S.Howaboutエou?"

⑥hedge・softener… 相 手 の 意 見 に 不 同 意 の 場 合 や 、 相 手 の 誘 い を 断 る 場 合 は 表 現 を 和 ら げ

るe例IThat'sagoodidea.but....

ド ,:一 ・1

4.3.分 析 結 果

4.3.1、 会 話 の量 的 変 化

①4月 と比 較 し7月 に は各 ス トラ テ ジー の 使 用 回数 に増 加 が 見 られ た 。

表1ス トラテ ジーの出現 数(1ペ アあた りの平均)

4月

7月

address

term

0

5.22

emphatic

re呂pon呂e

5.25

10.38

additional

infb]rmatian

0.66

434

compli皿ent

0.06

0.47

showing

interest

5.06

6.78

hedge

0

[].DG

計

1LO3

27.25
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②4月 と比較 し7月 にはターン交代の数が増加 した。

表2タ ーン交代 の数(1ペ アあた りの平均)

4月

36.28

7月

46.78

以上の結果から、学習者は4月 に比べ実験授業後の7月 には対人関係ポライ トネス ・ストラテ

ジーを習得し実際に使用している点、及び会話のや り取 りが活発になった点が明らかである。

4.3.2.会 話 の 質 的 変 化

①4月 と比 較 し7月 に は、backchanneling・emphaticrespenseの 使 用 回数 のみ な らず 使

用 表 現 の種 類 も多 様 に な っ た。

'表

3backchanneling・emphaticresponseの 使 用 数 と そ こ に 占 め る ℃h"と`COFf1コ の 割 合

backchanneling・emphaticresponse

全 体 数

"Oh 

"0鷲,

``Oh"ox以 外 のbackchanneling

emphaticresponse

4月

168

(100.0%)

88

(52.4%)

34

(20.2%)

46

(27.4%)

7月

332

(100.0%)

75

(22.6%)

7

(2ユ%n)

250

(75.3%)

7月 に はbackchanneling・emphaticresponseの 使 用 回 数 そ の もの は増 え た に も か か わ ら

ず 、 学 習 者 に と っ て 最 も や さ しい と思 わ れ る``Oh"と``OK"の 使 用 割 合 は減 り、 多 用 なback

cha㎜eling・emphaticresponseを 使 用 した こ とが 明 らか で あ る。

②4月 と比 較 し7月 に は 一つ の話 題 に 関 して 、 会 話 に ふ く らみ が 見 られ る よ う に な った 。

(1)(2)は4月 に録 音 した 会 話 の 典 型 例 で あ る 日U

(1)F1-1.What'sy・urname?

F2-1.]MynaエneisXXXXXX.What,syournarne?

Fl-2.Mynamei呂XXXXXX三Wher已doyoulive?
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F2-2.11iv巳in]Vax・a,

Fj-3.Nara,

F2-3.Wheredo ,youliveira?

Fl-4.IliveinKameokacity.WhenISyourbirthday?(N-]1)

(1)で は 「質 問 一答 え」 を双 方 が繰 り返 して い る。 質 問 も な く情 報 交 換 だ けが 行 わ れ る とい

う(2)の よ うな パ ター ン も見 られ た 。

(2)F工 一1.My丑amei呂XXXXXX.

F2-1.Mynamei呂XXXXXX.

F1-2.Mybi3・tlldayISJanuary6th.

F2-2.MilleisMay26th.

F1-3.Myhometowni呂Os且ka.

F2-3.〕MyhometownisMie,

F1-・LコMybloodtype15AB.

F2-4.]班ine'sA,MybloodtypeisA,[N-G)

いずれも、言語の情報伝達の観点から見ればr必 要な情報交換が行われていると言えるが、

あ くまでも必要最小限の情報のや り取 りだけで、聞き手への配慮や話題への関心 も示されず

自然な会話とはほど遠いものである。

(3)F1-1.…Whatareyoougoing七 〇do七hissummer・,xxx?

F2-1.1'mgoingtogo七 〇Univel呂alStudioJapan.

F1-2.Wow,really?It'ssoundioteエestm9.

r2-9,Haveyoueverbeenthere?

F1-3.lwenttherelastyear.ltwas鴨ryfun.

、
..F`L-3.Oh,whichattractiondoyoulike?

F1-4.IlikeJaws.Itw冊veτ アexciting,

F2-'1.Really?1'皿goingtogorideonit.Howaboutyo叫XXX?(N-21)

(3)は7月 に録 音 した 会 話 で あ る。F1-1で 夏 休 み の予 定 に つ い て の 話 題 が投 げ か け られ1

そ の話 題 がF2-4ま で継 続 して い る。F2-1の 答 え に対 して 、F1はeiriphaticresponseと

コメ ン トで応 答 して い る(F1-2)。 続 い て、F2も 行 っ た こ とが あ る か 問 い か け る こ とでF

1に 対 して興 味 を示 して い る(F2-2)。 この 質 問 に対 して 、F1も 単 一 の答 えで は な く、 付
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加 的 情 報 を加 え て い る(F1-3)o同 様 にF2も そ れ に興 味 を示 して 質 問 で展 開 し(F2-3)、

再 びF1は 単 一 の答 え で は な く付 加 的 情 報 も加 えて 答 えて い る(F1叫)。 この よ うに(3)

は、(1)や(2)と 異 な り相 手 に対 す る 配慮 を表 し会話 は スムー ズに展 開 して い る と言 える 。

③4月 に は全 く見 られ なか ったhedge・softenerが7月 に は効 果 的 に使 用 され た,

(・DFl-1.oh,that日ound呂veエY皿10E≡.

F2-1.Wouldyoulikecomewithus,XXX?

F1-2,0h,thankyoufarask血g,loutI'mgoillgtoseemygrand皿otherinNagar且ki.(N-6)

(4)も7月 に録 音 した 会話 で あ るaF2が 夏 休 み にデ ィズ 二 一 シー とデ ィ ズニ ー ラ ン ドに 行

くと述 べ た こ とに対 して 、F1-1で 好 意 的 な返 答 を した の で 、F2は 一 緒 に行 か な い か と誘

って い る(F2-1)。 これ に対 し、F1は 、 誘 い に対 して の お 礼 に続 い て 行 け な い 理 由 を 述

べ て 、 間接 的 に 断 っ て い る(F1-2)。 こ こで は、 お礼 や 行 け な い理 由 の 提 示 が 、 誘 い に 対

す る断 りの 表 現 を和 らげ るの に効 果 的 に働 い て い る。

④7月 には、会話の開始部や終結部において、相手への気遣いや配慮を見せる発話が見られた。

(5)Fl-1.Goodmorning,XXX.

F2-1.Oh,goodmoming,XXXHowaTeyoutoday?

Fl-2,rmfine,tha皿kyou.Andyou?

F2-2,rmjustf]ne.Oh,youhaveniceacces呂ory.Itlookssonice.

F1-3.Thanl{you.ThankYou.

F2-3.V冊1eredidy・ougetit?

F1-4.Ah,lmakeit.llovebeads.

F2-1.Ohreally?

Fl.5.Yes、
"「「二一、

一・
.'・・F2_5.lt's島onice.

F」-6.Thankyou.

F2-6.lt'ssolovely.

F1-7.Thankyo皿.Yourbraceletisnice,too.Wheredoyou_wheredo〕ioubuyit?

F2-7.Oh,七hankyou.Igotit_whenIwasjustwa--ing七he呂tre巳 七、

F1-8.Yeah.

F2-8.Therewasashop,
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Fl-9.Oh,

F2-9.HegatthingsfromabroadlikeSouthAi皿erica.Mexicoot・ 呂ome.Aro皿ndthat,AndI

tal輪dw辻hhim,Ilik巳t}部.501boughtit,

F1-10,Ah.

F2-10,That'sit,

F1一 臼.Ye曲.丁 已 ㎜ervaca顕 呂。ol血19細n.恥ere眠yougo血gLotluss皿 皿皿er,斑?

F2-n.We]1,1'mgoingtoHawaii.rllrelユtac皿domiruu皿.(1V-25)

(5)は7月 に 録 音 した 会 話 の 開始 部 分 で あ る 。 あ い さつ の 後 、F2がF1の ア クセ サ リー

に つ い て ほめ(F2-2)、 そ れ に対 してF1が お 礼 を述 べ て い る(Fl-3)。F2は さ らに

そ の ア ク セサ リー を どこ で購 入 した の か 聞 くこ とでF1に 興 味 を示 し(F2-3)、F1が 自

分 で作 っ た と答 え る(F1-4)と 、 さ らに 肯 定 的 な コ メ ン トを して い る(F2-5,F2一 田O

続 い てF1もF2の ブ レス レ ッ トにつ い て ほ め 、 ど こ で購 入 した か 質 問 し(F1.7)、F2

1
・1::

.≒ は 詳 し ぐ答 え て い る(F2-7-一 －F2-9)。 そ の 後 、F1は 話 題 を 「夏 休 み 」 に 展 開 した あ と 、

夏 休 み の 予 定 に つ い てF2に 質 問 して い る(F1-11)。 あ い さつ に続 い て す ぐに相 手 の夏 休

み の予 定 を 聞 くとい う会話 の進 め 方 で は な く、 まずsmalltallで 相 手 へ の 関心 を示 す こ とでr

相 手 へ の 配 慮 が 感 じ ら れ る と同 時 に 会 話 の場 を和 ませ て い る。 そ の 後 、 本 題 に移 って い く と

い う会 話 の 進 め 方 は 、 よ りス ム ー ズ で 自然 な 展 開 で あ る と言 える 。

(6〕FLl.Ah,rmgoillg七 〇goPhilippinewithmyfriend.

F2-1.Wh乱 七aT巳yougoingtodoinPhilippine?

Fl-2.Ah,誼PhilippmeMa1唱rovehavedecreasedtoiuecutdown.SoweplalltMangrove

asvolu皿 七eera丑dIwanttoenjoywithPhilippine'speople.

F2-2.Wow.Thatmaywonderfulforexzviz・oxzxzzezat.

F1-3.Alla,

r2-3,1'llgozn.gtothez・esomeday.Af七ersum皿ervaca七inn,andIhopeyoutalkwithit.

一 .IF1-Cl・Oh,let'st乱lkwithyou・

㌔F2-4.lhopeyouhaveanice七ripandtakecareofyourheal七h.

F1-5.Thankyou.(N-22〕

(6)は7月 に 録 音 した 会 話 の 終 わ りの 部 分 で あ る 。 フ ィ リ ピ ン に行 く と言 うF1に 対 して

(F1-1)、F2は フ ィ リ ピ ンで 何 をす るか 尋 ね(F2-7)、 こ れ に対 してF1は 単 一 発 話 で

は な く付 加 情 報 も添 え て 答 え て い る(F1-2)。F2は 自分 も行 っ て み た い し、 夏 休 み が 終

わ った ら話 を 聞 きた い と興 味 を示 し(F2-3)、F1も そ れ に 対 して 賛 同 して い る。 そ して
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終 わ りの あ い さつ(F2一 川 と そ の返 答 と し て の お礼 で 会 話 を終 え て い る(F仁5)。 この

ペ ア以 外 で も、 会 話 の 終 わ りの 部 分 で、 相 手 に配 慮 した 表 現(Haveanicevacation,Ha甘ea

nicesummer,Haveagood呂ummervacation.等)と そ の 応 答(Thankyou,You,too等)が

使 用 され て お り、 自然 な会 話 の終 わ り方 とな っ て い た 。

会話 の 開 始 部 や終 結 部 に 見 られ る こ れ らの 気 遣 い 表 現 の う ち 、coinpli皿ent以 外 は授 業 で

指 導 して い ない 項 目で あ る に もか か わ らず 、 複 数 の ペ アで 使 用 さ れ て い た。 これ は、 先 の6

つ の ポ ジテ ィ ブ ・ポ ラ イ トネ ス ・ス トラ テ ジ ー を 学 ぶ 事 で 、 学 習 者 が 相手 へ の 配 慮 を意 識 し

始 め 、 自 ら応 用 した結 果 で あ る と予 想 され る。 こ れ まで 英 語 会 話 を 行 う と き に は情 報 伝 達 を

す る こ と に意 識 が 集 中 して い た のが 、 今 回 の指 導 で 対 人 関係 に 関 わ る ス トラテ ジー を意 識 化

させ た こ とが 、効 果 的 に働 い た と言 え る 。

4.3.3,ア ンケー ト結果

実験授業以前に60%以.仁 の学生が英会話を勉強 した経験 を持ち、その学習経験者のうち

80%以 上が英語母語話者から英会話を学んだ経験がある。しかし、それにも関わらず、今回

取 り.ヒげたポライ トネス ・ス トラテジーを大学入学 まで一度も学んだことのない学習者が、

70%も いることが明らかになった。実験授業後のアンケー トでは、授業内で提示 したス トラ

テジーに関する知識の重要性を認識 した学習者が80%を こえ、また実際に会話の上達を自覚

し、英語を話すことに興味を持ち、積極的な学習を希望する回答が15名 より得 られた。

4.4.考 察

実 験 授 業 の 結 果 は次 の よ う に ま と め る こ とが で きる。

・英 語 会 話 に 興 味 を持 ち
、 実 際 に英 語 母語 話 者 の 授 業 を 受 け た 学 習 者 で も、 中 学 ・高 校 まで

の学 習 の 中 で は ポ ラ イ トネス ・ス トラ テ ジー につ い て ほ とん ど学 ん で い な い し、 そ の 重 要

性 も認 識 して はい な い が 、 ス トラ テ ジー を意 識 的 に提 示 す る こ とで、 そ の重 要性 を認 識 さ

せ る こ とが 可 能 で あ る。

・ポ ジテ ィブ ・ポ ライ トネ ス ・ス トラ テ ジー の意 識 的 な 提 示 に よ り、 会 話 を行 う際 、 対 人 関

,一一1係 に 配 慮 す る よ うに な り、 ス トラ テ ジー の 応 用 も見 られ た 。 そ の結 果 会 話 の ス ム ー ズ な展

'開 に
つ なが り、 会話 の 質 ・量 と もに 向上 が 見 られ たU

・対 人 関 係 構 築 に 関 わ るポ ジ テ ィブ ・ポ ラ イ トネ ス ・ス トラ テ ジ ー は 、 第2言 語 語 用 能 力 の

習 得 に貢 献 した と言 え る 。

5.実 験授業10か 月後の会話分析(村 田(2004))

村 田(2004)で は、 実 験 授 業 か ら10か 月 経 過 後 に 、 大 学 同学 年(2年 生)の ポ ラ イ トネ
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第2二 語語用能力習得 に与える影響 と効果一 ポ ジテ ィブポラ イ トネスの指導 を通 して一

ス ・ス トラ テ ジ ー既 習 者 と未 習 者 の会 話 を録 音 し、 分析 を 行 っ た 。

5.1.目 的及び概要

本調査の目的及び概要は次の通 りである。

(目的)

実験授業既習者は、指導されたポジティブ ・ポライトネス ・ス トラテジーを習得 し対人関係

に配慮した会話を行うか否かを、未習者の会話 との比較を通 して分析する、、その際、大学入

学後同時間同科 目(英 語)を 学習 している同学年の学生を調査対象とする。また、会話相手

との心的距離の違いによる会話の差をなくすために、全ペア友人同士とする。

(内容)

対 象:大 学2年24ペ ア48名(全 ペアが友人同士のペア)

前年度実験授業受講者のペア(以 下1既 習者ペア)8ペ ァ

非受講者のペア 似 下、未習者ペア)15ペ ァ

両者の混合ペア(以 下、混合ペア)1ペ ァ

録音時期:実 験授業か ら10か 月経過後(2003年5月)

録音 した会話の トピック:freeti皿eactivity

分析方法:学 習者の会話をテープ録音 し、会話の量 ・質の違いを分析 した。各学生には英語

母語話者指導による英語会話学習の経験について記入してもらった。

5.2.分 析 結 果

5、2.1、 会 話 の 量 的比 較

表4・ 表5が 示 す よ う に 、 各 ス トラ テ ジー の 出 現 数 、 及 び ター ン数 とも、 既 習 者 ペ ァ が圧

倒 的 に多 い 。

表4ス トラテジーの出現 数(1ペ アあた りの平均}

既習者ペア

未習者ペア

address

term

3.00

0

eI皿phatic

response

4.88

0.47

additional

information

2.63

0.53

compli皿ent

0.63

0.07

showing

interest

5.88

2.00

hedge

0

0

計

17.02

3.07

表5タ ー ン交 代の数(1ペ ア あたりの平均)

既習者ペア

29ユ3

未習者ペア

6、07
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5,2、2,会 話 の 質 的 比 較

(7)は 未 習 者 ペ ア の 会話 例 で あ る.。

(7)Fl-1.Whatwouldyouliketodoinyourfreetime?

F2-1,Iwouldlike七 dotheshopping,WhatwouldyDulike七 〇doinyourfreetime?

F1-2.Iwouldlike七workparttime.(N-8}

未習者ペアの会話15ペ ア中10ペ アが、実験授業前の会話の,典型例に見られた 「質問一答

え」のみの会話であった。この会話パター ンでは、必要最低限の情報交換だけが行われて、

対人関係への配慮はまったく見られない。

一方既習者ペァでは、未習者ペアに見 られるような 「質問一答え」のみで会話を終える例

は一例も見られなかったn(8)は 既習者ペアの会話例である。

1〔8)F1-1.G・ ・dm・mi・g,圃

F2-1.G・ ・dm・ming,区 画

F1-2.瑚1atdoY{〕uliketodoinyourfreetime?

F2-2.Oh,lwatchmovie,

F].3.Ohmovie?(ER)

F2-3.Yeah.

F1-£LRec巳ntlwhatdidouwatch?(呂1)

F2-」.Iwa七chPμro西 α〃8μ 」140オ1qg耐 α」°i.

Fユ ー5.Purロbα'1鉗1匪oπ 瑠 αオαpi?Wa呂itintere呂ttng?(SI〕

F2-5.Yes,veryintere呂tin昌Thi呂moviピ 呂heroi呂veエhandsome.(AD)

Fユ ー6,0h,it,島great!(ER)

F2-G.Oh.(laughing)Whatdoyoudoinyourfr聴tlT]@e,[亘]?(N-7}

既 習 者 ペ ア の 会 話 の 特 徴 と して 、 指 導 した ポ ラ イ トネ ス ・ス トラテ ジー の 多 用 と会 話 の展 開

が あ げ られ る 。 会 話 例 中 の下 線 部 等 は指 導 した ス トラ テ ジー に 該 当 し、 口 はaddressterm、

ERはemphaticresponse.ADはaddi.tianalinforinatinn.SIはshowinginterestを 示 す 。

こ れ らス トラテ ジー の 多 川 に よ り、 一・つ の トピ ック で もふ くらみ が 見 られ る。(8)で は 、F

1-2でF2の 余 暇 の 過 ご し方 につ い て の話 題 が 投 げ か け られ、 そ の話 題 がF1-6ま で継 続

して い る.r,1はF2の 返 答 に対 してemphaticresponseで 好 意 的 に応 答 した り(F1-3.

Fl-6)、 詳 しい情 報 を求 め る質 問(F1-4、F1-5)を した りと相 手 に興 味 を示 して い る。

こ れ に対 してF2も 単 一・の発 話 で 答 え るの で は な く、 詳 しい 情 報 を提 供 して い る(F2-5)。
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第2言 語語用能 力習得 に与える影響 と効果一 ポ ジテ ィブポ ライ トネスの指導を通 して 一

続 い て 、F2はF1に も余 暇 の 過 ご し方 につ い て 質 問 を し(F2-fi)、 これ 以 降 もF仁2か

らF1-sと 同 じ よ う に、 お 互 い に相 手 に配 慮 しなが ら会 話 は さ らに展 開 して い くn

ま た、会話 の 開始 部 や終 結 部 に お い て も相 手 へ の気 遣 い や 配慮 を表 す表 現 が 見 られ た。(8)

で も(7)の よ う に唐 突 に 相 手 に 質 問 を す るの で は な く、 まず あ い さつ で始 め て い るが 、 既

習者 ペ ァ8ペ ァ 中5ペ ァが あ い さつ やsmalltalkで 会 話 を始 め て い た。 会 話 の 終 結 部 にお い

て も、 必 要 な情 報 交 換 の 後 、 突 然 会 話 を 終 え る の で は な く、 あ い さつ 等 で終 え て い る の が8

ペ ア 中6ペ ア で あ っ た。

こ れ 以 外 に も、 相 手 の 関 心 の あ る よ うな 話 題 を投 げ か け た り、 ジ ョー クを 会話 に盛 り込 ん

だ りす る例 も見 られ た。

以上 、 既 習 者 ペ ア の 会話 は 実 験 授 業 直 後 の 会 話 と 同 様 にr指 導 した ポ ジ テ ィブ ・ポ ラ イ ト

ネ ス ・ス トラ テ ジ ー を効 果 的 に使 用 し、 か つ 未 指 導 の ス トラ テ ジー も使 用 して 、 相 手 に 配 慮

した会 話 を 行 っ て い る と言 え る。

5.3.考 察

以.トの分 析 結 果 は、 次 の よ うに ま とめ る こ とが で きる 。

・全ペ ァ が 友 人 同士 で あ る こ とや 、 大 学 入 学 後 同 時 間(同 科 目)英 語 を学 習 した こ とに鑑 み

る と、 全 ペ ァ が 同 じ よ うな英 語 会 話 に な る とい う予 測 をた て る事 が で きる。 しか しなが らr

既 習 者 ペ ァ の方 が、 会話 の量 質 と も に 自然 な会 話 に近 く、 こ の違 い は ポ ラ イ トネ ス ・ス ト

ラ テ ジ ー の指 導 の有 無 に あ る と言 え る。

・実 験 授 業 か ら約 ユ⑪か 月 経 過 後 の 会 話 か ら、 学 習 者 が ポ ジ テ ィ ブ ・ポ ラ イ トネス ・ス トラテ

ジ ー を 習 得 した と言 え る 。 聞 き手 に配 慮 しな が ら どの よ うに 会 話 を積 極 的 に進 め て ゆ け ば

よ い か とい う点 を指 導 す る に は 、 ポ ジ テ ィブ ・ポ ラ イ トネ ス ・ス トラ テ ジ ー の導 入 は有 効

で あ り、 第2言 語 語 用 能 力 の発 達 に貢 献 した と言 え る。

・既 習 者 ペ ア の 会 話 で は 、未 指 導 の 気 遣 い表 現 や 、 ポ ジ テ ィブ ・ポ ラ イ トネ ス ・ス トラ テ ジ

ー の 使 用 が 多 数 見 られ た
。 こ れ は 、 ポ ラ イ トネ ス ・ス トラ テ ジー の 意 識 的 な提 示 に よ り、

学 習 者 が 相 手 へ の配 慮 を 意 識 し始 め 、 母 国語 で の 語 用 能力 を 自 ら応 用 した結 果 で あ る と予

想 さ れ る。

6.ま と め

実験授業からその後の会話分析に至る一連の研究より、第2言 語語用能力習得について次

の3点 を主張 したい。

① 言語の対人関係に関わる機能面の指導の有効性

今回の実験授業で、学習者の会話は質 ・量共に向上 し、学習者の第2言 語語用能力が発達
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したのは明 らかである。では、なぜ、対人関係に関わる機能面の指導が、語用能力習得に有

効に働いたのだろうか。考えられる理由から2つ を次にあげる。

従来の英語教育は、いかに自分の言いたいことを伝 えるかという言語の情報伝達の側面に

重点が置かれ、学習者 も語彙や文法 といった言語の情報伝達面に意識が向いていたと思われ

る。 しか しながら、ポライ トネス ・ス トラテジーを指導 したことで、言語の対人関係に関わ

る機能面にも学習者の意識を向けることができ、これが彼 らの語用能力の習得に功を奏 した。

また、本実験授業で指導 したポジティブ ・ポライ トネス ・ス トラテジーに限れば、英語で

は多用されるが日本語では普段意識されていないス トラテジーであり、あらためて意識化す

ることで、学習者の印象に残 り興味を喚起 した。

他 にも様々な理由が考えられるが、語用能力の習得において、言語の対人関係に関わる機

能面が重要 な役割 を担っているのは明らかで、指導は有効であると言 える。

② ヨ五ICle昌 こ'・'・ に 示 ることの

語用知識の演繹的提示の有効性については先行研究でも述べ られているが(Billmyer,
'
.1990;Hou肥,1996;Takahashi,2001)、 本実験授業でも、演鐸的(意 識的)に ポライトネスス

トラテジーを学習者に提示することで効果をあげた'Jこ れは、実験授業前後の学習者の意識

の変化にも現れている。英会話のクラスや英語母語話者か らの指導等により、ポライ トネ

ス ・ス トラテジーを学習する機会があったにもかかわらず、大半の学習者は実験授業前には

学んだことがないと答えた臼。 しかし、実験授業後は、80%以 上の学習者がこういったス ト

ラテジーについての知識の重要性を認識 してお り、学習者の意識が指導 したポライ トネス ・

ス トラテジーに向けられたことは明 らかである。また、実験授業10か 月後に録音した会話分

析の結果を見ても、既習者ペアと未習者ペアの差は歴然としている。授業では、これまで語

彙やフレーズとしては学習 したことがあるもののばらば らで覚えていた様々なフL－ ズが、

同じ機能を有すことを演繹的に指導した。そのため、学習者はこれらのフレーズ群を、有機

的なつなが りを持つ集合体として認識 し直 し、会話内でこれまで以上に活用できるようにな

ったのである。そして、一旦意識化されたポライ トネス ・ス トラテジーは、授業後10か 月経

過 しても忘れることなく定着していたと言 える。

③ スコースレベル の'・一 ス ーに一つい1の 示の マL

.ILPの 先行研究の共通する特徴 として、提示する語用知識が、依頼やお世辞 といったある

特定の発話行為に関するス トラテジーであったことがあげられる。ゆえに、その特定の発話

行為を遂行する状況でのみ習得知識が生かされることになる。一方、本研究では、提示 した

ス トラテジーは発話行為を超えたディスコースレベルで使用が可能である.ゆ えに学習者 は、

提示されたス トラテジーを習得するにとどまらず、複数のス トラテジーの演鐸的提示を通 し

て相手への配慮を意識し始め、自ら応用 していくことも可能である。

言語普遍的なポライ トネス理論に基づいた知識 を提示することで、言語間に共通 した概念
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第2百 語語 用能JJ習 得 に与える影響 と効果一 ポジテ ィブポライ トネスの指導 を通 して一

を習得すれば、それを母語か ら習得 目標言語に応用することも可能となる。たとえば、本研

究では、 とりわけ英語で特徴的なポジティブ ・ポライトネス ・ストラテジーを提示 したが、

これは、学習者にとっては英語にのみ特有のス トラテジーであるかのように思われたかもし

れない。 しかしなが ら、学習者が母語(日 本語)で 会話をLた 場合、英語会話で見られたよ

うな単なる情報伝達に終始するとは想像 しがた く、話題を展開し相手に配慮 しながら会話を

進めてい くことは容易に推測で きる。このことか らもわかるように、 日本語で もポジティ

ブ ・ポライ トネスは機能 しているのである。授業を通して、学習者が相手への配慮を意識し

一 始め、母語でのポジティブ ・ポライ トネスについての語用知識と、それを運用する能力を自

ら英語に応用 した結果、母語で行 う会話と同 じように自然な会話になったと考えるのは妥当

であろう。

ポジティブ ・ポライ トネスの存在は共通であ り、言語間で重なるス トラテジーも見られる。

しか し、同時に、言語間で異なるストラテジーも多 く、ス トラテジーの適切な使用等につい

ての指導は、 もっときめこまやかに行う必要があろう。こういった指導につながる調査 ・研

究が今後の課題である.
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注

ロ ス トラテ ジー とは、通常何 らかの 日的 を達成す るための「方略」「方策」 のこ とを指すが、 ここで 言

う言語 ス トラテ ジー とは、話 者が相手の フェ イスを脅 か さない よう配慮す るために用い る意識 的 ・無

意識的 な言語の使い分けの ことを言 う、

2)実 験授業で扱 うス トラテジ・一にはBrownandLevinson〔1987〕 で直接言及 されてはいない ものの、

H本 の学習者 に意識 されるべ きと考 え られ、文法 ・語 彙共 に、初 中級 レベ ルの学生 にも習得 で き、 か

つポ ライ トネス ・ス トラテジーに当 てはまると考 え られる ものも含 めた。

3]ア ンケー トや授業な どでは、 よ り学生 にわか りやす くするため1「 ポ ライ トネス ・ス トラテ ジー」 の

か わ りに 「英語 でのや り収 りの仕 方に関す る知識」、「会話 をスムーズ にすすめ る方法」等 の表現 を使

用 した。

4)会 話 例中、語 彙や文 法等の誤 りを訂正せず 話者の発言をその まま記述 しているC

5〕 英語母語話者 のteacher七alkの 共 通 した特 徴 として ポジテ ィブ ・ポ ライ トネス ・ス トラテ ジーの多

用があげ られるが(津 田他2004〕 、英 語 母語話者 の授業 か らス トラテ ジー を帰納 的に習得 して いる と

は 言いがた く、演鐸的指導が有効である、1詳しくは村 田(20U4Jを 参照 されたいn
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